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よ刀)しフオ jレニヤマの舎内イ米系

jと迩鐙立中タミ底烹玖験場

達矢束娯犠苅 渡辺 隆
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?準備、搾乳 吃米専の手腐、記牛の到。， L方、持、僅か之4 でアρ

司l止くの採択を実現f_Lた差耳貫主主ぺて卵参均 l之氏Lたいじ忠久
:午前之時阜尿、 F守口簡水た庁舎まを ポニ手イア γク乏帝国 L

7 ゆ芝、身 4免の手紙乞し、よf-~臭め、午体主:吃 j故し、濃厚飼料のハf
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その結果 ミlし刀ー伝埠入プる立差，吾が，怠攻!こ!:醤ht1 lて;Kているが司、
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牛に対してり、るるいはう二 l叱愛 l三長時間クミ Jし刀ーの夜間/j:'fL頭内

pz ~m-.Jf~)ý 毛、川虻鼠上却のタ仰向ずでrd41d りi坊を起こし、日
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主犯の'JL伎の良ちかる誌とギと勺く友，詳!て介けたー B j~と区で，118:閉じ'く生

在五¥授をさF祥ヒ:;-)し方 - :(j千ltJにかiLたが、主-乏農家の規定f江主1更に
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哀の企jそ札lfかふぷ一日間l高ヌ之回.

C此区で，.IJ ノ放;場!て飼者竺.((ている詳し千郡について手詳ヒミ /L.オ

一群に弁げ 3百百垣ーに朝夕よ回ずフ/ケ同に Aフたフて J皮重を、保亘え
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ミJL力一群マ‘ 1;1<L .> .~義，/ J~ L/-介有ふれ疋もり 4シ6-71局(2夕、クタ{， )、

うちク頭、(/~'，之う(， )か‘宇2，分身ともくタ~タ%)が‘玉 ti3 マ.l半Pラ砂場
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が潜在岨tLj，若夫ヒ芳えら代た戸血髪平板)~ ;b~ 1ずる培養衣室 f'd:之日向
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ょをしj実ヒミ)し刀-}亡肉するご巴査について
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斗之月の之国に亘ってアシフ J ト方式:1こよって行う疋，
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ーやIQ:(-)タ」人{'?~、〈十)(工J 之3弘 ヒイ色下している"
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れるものは 76.、 6%下るった
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1ごのものは 4tO うらで・あった， )えよの挟査方法によソ健全ヒ売えI:，
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t烹託器具。の沈;依 殺菌の次、え I~ 庖来有iJ タ夜間念、タヨよ必 lで i呈し

ているのに比して暗黒え剤 1エグ次.)% :C:.未成用底家 :ff・~く極求刑
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比場の往生1表立を不玖当ーによって江主的マるる可βヰヰム乏監lて品質
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づ子 忠義~~烹乳の立u更制移~ヒ乳量 . !fLJ気

民全壊竿園久羊

金全木 健ニ

J従禾の真空度固定方 式!之亡よる之相J等動式〈吸引・足、金〉の探乳枚、

1哉は i堤弁L苅草(時乳住友モヲ認を平均'校乾電主・/子派従時向)1:;:t比耳実的

簡いが.従腐を也下-:::_.Itる司'能J吐か、Jうるとヒモ 政氷奇心みヒりて

いる_ 3 租持動式~ (頃5"1 .庄弱・ 1爪息)IJ. 子ヰ匂 B叉札勤点|て /Jえて

いて、必理的ちるるとソ盟主で 14 評~\lliさ*ている泊、-‘ j安手L 均年か j色い。

マこで. こすt ら丙三えの長 f'fT 乞が I(ol_マなえる~主友情j 綱方式の派私

法l立 環礼苅キモ吾7め かっ佐平安笠乞う〉立くし脂府年をおり巴 、細

}j乞4更を少なく Tるのちは tえいかピ汚え目 こlnについて、実のs~うな
l更攻芝行なっと戸キL ラt 排i_ φ メ刀エス、ムピいわれている• Ivel.-ι人σ一

人Ori1"lO川 L o._トC 1主、一つの恭朱什反射マ2うって. そJh_白属都主理

的J区常 l也£、也捕-1るように「白 J俸制!isl11 _[のJ臥従乞もっているー

ちでこ(t， ~雫札装置のほう:1制御し‘ 従禾のようiに牝午ピ歎肉l氏に:1来

年L肢が;代勃するもの宅ば75.く、 fJJ.7J!~ ヒ根株氷点芸今セオ{だ 1砂? 企体

系l亡わ疋る事11御lてよって.最阜の貧乙調節を行石わ却こよう l乙するの

がオ羽ítl~~~f~豆宅、ある 9 ルeUIヘ(7 - I'¥. Oy...'河内1μ ωctJ)収斤iIま. 吹

引利放によフて忍決I~るのる 1r1... 乏J!. l三渋i.!オる特性がある。そこ

志、これ lて平、行して、吸引の夜勤刀マ多る英主f21之ー正方偏の桁11御く

pos，'tiレe ゴ~ee d.らえ c l< (0れかρ/. 持来 lて対犯して、 玉の万定1に凍阻

包帯'1 却する方式~ )を.J;;..えれば‘ 初TJ1~ワ tR 札ピーク 1時に最高マフ烹7 2宇・可、

状記し、投均言。 Id:唆bI ;方主判的し、派札込期の良空収用主待土ずる

i ミヒによって、最盛φ流書ムボ?をるであろう u

パ、愛ニ 三3

te牛 lミ対して:鼓有効キの長短i攻札左毛、こ危う/三め、 良きとえ刷物f万

弐モピ Yあ Ij'-， ミ ;ìZ が~ )ほ::~で、十ぷ?な ~1守乞1.( );r_えているかピうか色‘

戊求の浜空成哩Jミ7f;~左派埠付尽にして夫.M: L た超長"つでさtの庇7 見

ん /1':........... 



主将た， くた左・し、 乳府専の故三阜量~ l:;t. 3、之予~乳汁中相陀歌 φ3長}\

許足量 1立6-0万Jcc t..ずる。〉
/、 宙定穴英生皮/ι;疋万犬 h

、これIQ:真空l宣足方式:(J})来準疋派札l亡くらべて4京地足度がち、そく.

検探量も芸く、 福崎穿は採草萱よ ')ì)T ti く.相庇鉄球計~歪ょ y

j長い初jが串る o lだがって長七直正で、志し、探鉱広と右る場企 fj¥・2Z

く. 少立くともゴ玖i盈りょ!被乳法ヒばいいさ tK立い。

之.ー固定支え将軍]率調笠方式.

lとれはJJHE永の執よ早三時期年万六 l二《うぺて脂応ー羊・細胞欽 ι-tメミ

差志く、 まだ採i手量・許丞量がふみて監正で左い初1)tj<':るるので‘

.・ !!jとるす仁主)iX. i更の効果乞見広仕dし、a

回定夫3相4零封方式目3. 

~ 

(，-. 

ι 

フ.

Y佼未の挟準守、あ 3之相1等動方式、 lてくるべて]脂暗室子'剥前J]dzは毛、

とら息し、刀弘、、 E量五で、立い渇令 fJ¥:あ Y、 また後夜年も芸い例カえるる

が六差ち lま友い" 夫J亀o)穴点、l<t:1烹牝均三~~泣いことであって

高対竿の糸枠乞~ださ志い，

3相特効の真空制御方主人、.

可'9

事え

7(，三・7イプ(正〉伊1/神「方穴，j?トずデイブ、〈負〉伊j町若夫よクキ長

乳幼年 l式cよく暗商卒もプぐ、れているぷ，検校三子・、組日包4Kli並立乙で‘

温い J 般に之相時動oJ王室利糊方筑;よ!).¥{友が‘毛、とる。
Z相梓勤の 5子7J''"チイブ‘市'H却方《く JJ¥iご之租持動穴)"*'三Jずイプ、
市il側とえび英主固定方式、ょ V1烹弘盟友か:.t'ヒク、 J宅記旦戻が名、そく.

1毎時キ I~ わるく志いか l決 4束手・;栢柁吹 16f 1~どす・し二L よくふいし、

ι1兇"t‘しも阻止で・右い。

7J1J _IJt ~更式、の '~r'J ~卸方式.

ミ主

加盟L渡的に民主i更を一定の J)[~るで. inl)仰プヨ方式Lで.;寺.盟友哉、よリ

:i雫秘.if-:_.i;更もはやいが. 5.え搾，宇・庖Ji5空手-~征児l式;t，'ヒリ、 ま左 l誼豆ー

で・右し¥_

理~~去のイマ::_:.'テイフ、、利 ~ijjT )J ~犬

牝ヰの個体長正奴担した方式;存、. 校毛色~~;支 l'l民主主臼足;写火よリ

ハノゴ~



多く細月定義夫 4 検探望子・指 Ilì:ì辛 lま I~ す:、しも建くない。

cP. .tlムヰグ・ I/... ーフ・別の;r~ .::: 7'イブ、判的1方主党.

札守グルーフ。主探身L~戻曲線の君主用j に介類して伽j 晦才る方式、マ

キ烹牝監表，投探年 l;t堤桧式ょ 3よいが.脂厄年，、組砲華文は 1児l'‘し

もまさってい志し¥

~. 羊ムヰ個体JilJのitぞと・テイプ‘判何方式、

乳牛/蹟但体毎に固有の判抑方式:色あr-えるもので.仕の 3主主
宙定，制御方式、にくるぺ探札盟友は最もはやく.玖成年・細胞救

l;;t Tヒ軟的少志く.脂巧苧ぱ l民1"しも佐くない.後探童も IWずしも

穿く右し、ー

/tJ. 電磁式;の自動真空飛三l ヲイプ ~IJ 卸方式、を規格主主タ抹弘庄原曲成

をもフ牝牛泉聞に盛岡ナゐヒ. 報従量U~:. 曲;紋タ笠 l亡最もtt_ 1包人した

笠 0~美空制御方《がえ・最高の栽乳効卑乞しめし、 事長玖歪 f;許足三重とく

祇足〉よリ~いが比草実的 l二 lゴ少ない。

総括結果

ユ三宝1 ~;fL劫卑 弘 1責

株主手 1 十
寸-ー

( ~ι圧、
男美{ ↓ 
し3栢 工、す

↓ 

型実| 十 十土

(十烹. 主司、 J ー不可)

B 、畿、 話

〕えより結果. 典主主ノ更の JK>.:;' "7イブ、制仰方式、 l本最語初空宇の釆並尺

キムヒいう建偲白紙に比」民的ぢかく、 そのために日英で・十身な-*什

を比較的要くみとしている.よ去のように 真空盟足方式、の之担

~ 17-ι_..._， 



式〈吹JK型!_)は搾恥の効手 lまよいが l¥t ずしも盛正右中矢札で・はな

く. 3 担式〈ソ里]t)t;t安全志 t~ 弘ちはあるが初キがわるく、い

す'~'tも相互 lて)f)告して 長各効率の最盛探仇にならない.本若甘え

の民主主良市/Jj矧方気;はこのヌ庖主解消し、 之担式・目 3 相ヌ~0 -l柔片言乙

丙立さ仕 よ Y語反の封キ柱ヒ安ー企 J比をそなえた f烹札主えに与るこ

とか可能で、あるヒ苑雪辱t 札る.

~/Þ-v 



ゴて ミ)L-方ーソミルセーターの取扱吠態Iまうぴ1 に者~~の
る壬年変化の 1哀を友波形に次l宏、才影響

パ J諸富

布又苔左久宝子

ノト町 営佐.喜T畑 氏彦

Vn毛堂釈.中負由光

寺那本 Eミ岳.

-4枝)-:::_ミ]し刀ーの虻鼠にタヒt~ずる収用 I J. • 犬気丘色く po)、ライ

ナー kニそのグト 1~'l のずイー)、，カップ・_:.... :LILノ乙の向の真空皮史イ仁

乞く ts)ヒヨナるヒ.の Ps= pムりヒ芝 J式頃11の状匙で・② PS カ~;

ん→メコI? ~ζ 実イとするとライナーは先頭を止描くて、ソサ-~ )の

吠態ヒなる.~に尺f が Po → A ビ央Jヒ7るピ圧講を向tk.し吸

31 q;吹穏ヒヱ量る~ t.ム lま一足で目あるので P-s の実化をニJjらわ7

、接図E主主友?民11タ1;;1乳頭 1-:-.t:t j-る内問を示めず a

この t魚図 l主 j ぞ J/_ セーターの牧楕とその作動状~によって烹右る‘

.i'Jミ動状目玉 l生 パ)L.セータ - q) ~周笠，干へ恨の吠起.グ、イヤブラム

の矢J賀，矢7ち-Iぐjレブ、の尾花右どによって受」ヒし.記頭に実布石

収用 E三与える，これうの様相をあるだめに 調査湖jえ右タ訊・に烹

秩を行与つ疋結果互較告する。

之.実IJ 定方 33え

(/) 真主度 lま之トしーニュ。 xーィクーを問い イシ才 J三ロク・ヲ 73

点っさ‘託銀しと JE方支設!こは弐代 LE ダ‘イヤフヲム王むの小笠ヘ

ツ k、王町いた同

(2) ミlし巧ー)-j:普量の成同夜起ヒし、ライナーに払蹟主主栓主 Lて

動 ~ÎZK 能 kこして各事ií TI実主度色測足した，

3、 lモJLセーターの涯績ヒ収用

一蝦 1:::::善攻 Lているミ 1し万ーの校1fL校楕及Pソマルセータ一根、

~/6-v 



‘、

栴乏犬、万IJ:才ると〉えの如くで・ 4うる，

く/) ~宗弘収用の l正7J交Jじ

ライナ内疋 CPL川ライ大乙工)~向正刀 (Ps)

工 一足英を友 |凡→ lも問符・(周期的 l亡安北)

正 問期的に実化 企 ト

(2) ~L 頭に対プる，(K 用

A I 之担鬼受互に収用

B I タ佃問時 l工作用、

一一一一一一一一一一一一一. 
(3) Jく}しセーターの略式;

，<軸スヲイ)，、 1，，'Jしブ、

一

L

一
三
一
一

一
加
一
一
/
一
一
ヌ
ヘ
一
・
ワ
一

一
均
一
川
一
什
一

γ
一
均
一

一
山
一
日
つ
一
二
回
一

コ引1
1
1川一

/ 1'/ 軸えデイド • J'UL-フ、、

ポスフ。リユ7''ttf用もある.

ω(2) の糸件を与える lマJL-セーターが設計さオに そのパ JL- ブ、 lá~

乙̂'I之パルプ駆的。略式、 lごよフてそオ〔ぞ収持歓あるまえ歪友波静オピ生

1"る e とれるのペルセーターは.ゐ却の文形， j更lえによって波形

t¥・3ミ」ヒし易い監弐刀ものと. そ3<:・志いものヒがある， 工15. 之

{臼鬼の代用言‘/方の変化が仕方 1三笠の変化主生 J.、る .{Jのど.双方

針間保の;受Aヒを Jなす .:L~つヒポ 3うる~ -<;ど担問 F寺に J(IZI刊するものにあ

っては、玖ffちの変化£テ岨問楳に受けるごビど志る。

八 /7...，__



安調整‘取扱方法の影響

バ 1L-セーターの jぐ/しプ斑動釘ヒ八、lレフいとの調尿位置なピ詞笠に

よって夫Iちが‘靖しく曳jじする.

また. ダイヤフラム、べ、ロース、右ピタJf;<:J曳」二の矢移，損喝もJぐ

)レプの壁2却を矢Aヒさ北‘ 豆ましく!.Jい決1ち主生す‘る.

あるいは. 三子入不す介で‘空民監棄をの面積更Jヒ、 スヲイ k、部d干の

迫，九受Aむ去ピゐ:民ちに影響五ふえる。

--5: 部品主主主干矢lにの形響

タY ヤフヲムの受 1賀、受 f号、 るるいはバ IL-フ"の薦柁l主演7啓lて文

化を4え. 在t市右場合ぱパJL-フ、、の毘動水不能あるいは不堤亙'1(乙左

る。

d、 }民主主反攻協託銀計jてついて.

ミルカーの性尼主左名する重要な-~来宅、ある真空庚文珍，;;1: ， 

教代時に之企 1亡調整土れるべ主こビ IJ:.切者昇、夜明者)こ対するサー

ピス ð) 侠路)::::るフても荘、岐~~る必要があるø :&:.. ~ tl)ヤしの矢兆

1;上気jy.'村か者いが、長い目宅、みるヒ霊ましく右心。乙 11¥...bの調整

点検にはた保計還が lli要で‘るゐ.研T究用 0)託銀計器|ま数お巧円で・

みるか 上患の目的のために l-;t3へ f巧円在環。簡易な計器ー言、

寸弁で‘るる。

ぬ語

英空反j皮1bのみについて芳える ι そ;/1..そ:'~くのミ jし :1]ー特有の

央官ラによる収用の貴金侵針も根本的問演さるる 9 侠明されている

ミ11-力ーの波形がよ霊式しく aい失Jとを Lている列がl多いよヒぱ罪11

用ょの向煽寄るる" しかも、計義右 Ll亡|まだ是し完えく、調長直美主

である.

波形焚 Jヒの夕食件をと央 1二~友 L 、 ミJ/_.-力一設計J:..， ~民間」二の蓄え科

ヒLだいa

へ 13--.-
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メ吹三平の人工乾漁について

jヒλ東京工学司

岡本寸 4夫氏

本堕に ;);1ナる ~j手の人工乾成の従事拡l二対才る認識は害I ま 3 つつ

あるが、未だ本格的利用にま'0至ってい志い‘その根底にIJ人工乾

脈の民の価但評価が行はれてい庖い点、にあるヒ角える.~阜の人工

乾1武l式鞘混.支ミ爪府れにしても少くも水介在 .3S--""v ~ρ メまで低下

三社て J行 lええiけ;fl1-:1:' 1J. b (Jいが、夫目乾採のみlてえ買って之 0ガヱ己、

吃j試さ仕るにきぞ-jゐ日荻のうと之~チぐ3即ち久保、メIJ V取 y翌日収納

で主る， ミの圏場乾塚時間ク庖舗によフて主ずる殉果 i主計リ芦ロオl~

いものIJ'-みる.

(/) :JK辛乞並矧に刈リ取 3 雨i手足蕗 ずス与の;主主監け得る

こヒ I-;L句識のこと、天日lてさ bプ時向のXES告による岳噴 I二次lま7

効呆 1.1桂砂てメミ主い。表ー/ぱ在未えによる乾燥調誕の閤鮭避を

ええず好例宅・あ D、 表 -2は人工乾株の f質l之及!ます効果を示才一倒

ちある。 特に単く草の岳l賓のI尽力¥。らえJ早期メ1]Jf;¥_~が堤唱~*-ている

氷、 その埼冶の紋草のオく今1立高rく画場乾燥 7;:;t-序回実在1亡尻毛こと

も方誌に入れな lナ>I(IJ:'志ら志じ点下ある，

， (2) 圃場で fフ乾 I来11<:煮ク系証 I::_ 探区て~fZ.る玖茸移動保煮による掠~~

その Aせの損失 1式少く丘く. ま左/呑刈の〔昆期えずは之、 3 巷茸の

培LRを計る上にも重要マある。 ‘ 
(3) 乾 I長の岳 I賞を、佐持ゴーる魚、社未主主守賞tれている芳刀のいか

に Jにさいか乏悲~37そ永 1 Q この去にある夜間埴積ι鉱昔夫代t菜 l乞対

する脹検化対魚lてついてはM:との検去に史べ、たいが、いかに柊秋iと

してやん!民に企く文民されている場企は.摂棋の坪向利問主jf"1j:"桂

めてイ色い p 者イ箇 J金4失事長績の歪清的平l用主計る丸に lま乾株校の利用

l之よ Y、夫峡の買え院か三う忠之7Kるだけ脱却し忍けれI士去五ないかる、

乾妹校 lま~草校井氏化体系の重要枝松のー乙汚えるべさで-ろる，

へz/--v



表一/ {官京特別乾β長調整日数じ夫欧内怠

雨に当 5与すL、!こ.3"'-4ど日言、調笠されと栢'包囲教訓，{}-ーーー‘ 0.0メ
O印は之台之示す.

表 -2. 月ミ義ぷト析結系

A え之、)



くLI-) 特 l三~îZ束の合理化の目的か β ペーラーの14-へか塁主人寄るる科

吃1魚放なく Lてのべ‘ーヲ r の利用d..桂りて危険そるること乞弘

主己し丘けすt段、1i!?な l.'.

$(草乾探検ヒして 1:1常温m_爪、 張氏u主g 、Eえひt‘中間的亙リス
タd ド、ヲイヤーヰがるるが.メミ却な三乙1::1: そ寸(美千の特4数色完え

何れを監永かが失えさ)/(江け>(tL主な.b1:J.し¥

:常濫匝爪岩乙詩文枝はホータに禾才よ:7¥之/(豆の乾旅l二 /ρ -v/よ

白左差して;1;'!) fi乞率が位く. また外気湿度が CP0 y.， }~ムこで・ Id 効

釆がない. く特別の喝ペ舎に Lてま丈草の売さ交ました場企足度主下 1-;"

る場企 l弐芳IJ苓あるが‘Jが、桂bてきぞ価であるか b. 一番草で30

，..._ {<. 0 トン程度の規模の場企ーは活用すべ‘芝心のヒ売える.

安L尺1ifL尽乾i未払、l式程在市販のゐのは/民のえ!$，霊童ば Pト〉内

タトで・るるが. 7!]，理時間カむ足く. 与問/、S-o'"'-'之 00トン lま苅ζ是正弘未

ると推定7るカピ‘ 耳元授い4実用法によフて 1:):.燃料噴に久走色止じ、

た D、ムラ乾士の危険J且点、八三いa
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布乏三量産メミ学震来工単科

英彦、 丹毒広J段居島崎

忽EニL〕、包本cQ秋、イヂ孫
:1( か、;z ミ上下

帯ノえ吾在フミ学法 t易lこニコ iF，ーラン k、クロップ kライヤアH1Z等、

S/主主t'.ヰ入三イしたのをA究会に、乾1支反互扶乞試j1zl . 

本、司朕 1:;1.~亙尽 J/f!:_ 訴. 重工rfU;;玄.

予備吃;県白在 1支ピ乾~珂年'1) I均i未

J唖包状三手 lく

べ-}レついて失問訊:験五行った P

内 I庄積方法寺中l斤|ょの l向領点‘

壬:青 J世についK'ライヤの初予氏、ヰぐについて試、吹的完集£試み

て秋永I左行った司

成主そド‘ライヤ・乃4土株、乞うナ/去に禾 Lた勾

乾 f晃右足く二ユーたラ〉ド/:;1主〕イ土4tkアt/ :武

3、J>~γL 会長

全4孟

す?よ

/、フ‘。?1t 

f?'6 /く百L会話

f剖J妾オロ患に方式、1/r.' IU:之_H主ヨ~
J民、、，町写礼吊勺人式、ー笠主旦〆丈、、1)11 

..p‘$-.J<へ 30 -R./fe JZ;_ ;件:月賞誌とえ1・

ぷよotJ0 へ，之:2.f:6'0 ilκc俊足/え
:在 t自立;た IJn:;h. 
j!:，";.科JK>>7"のぜ広Jr、乞実、え歩、に応~j.左手dつ調主司fitてた地主手の:去

に1ご?をr/itLて空気吸入主力々自動的に受イ仁
ゲ~ JJミ1]

手主主主要、笠

凶
川12三

ーナ

l司

J、ぐ

'i宍

パーナ一ーモーター

去、、λ .ç~主ミEL装宣

言温 ~~II~í主投亙

〆O. ρグ o~ミ・ 1 し l、

:味料，f_下碕二l時代的えイ‘ソチ.

走電 ;'tとイ実用アライてリーコニトロブL

モーター I昆頁街仮設袋、亘ヰ、

i丑

火

法仰7
司、

送、

年
中

迩電牧t益於号3、s-K. ~v 前lJ特技量刑官主派

ク/戸I~( 包‘三ニク、、 jレピッチフア〉

へさ7""

ア夜明4民.ー./T フ



ー

プア_::..)式熔払:':.寸(だ/玉、みρ(止と(え禄はク々。〉毛ータ一、 ヨだ l本 l、

ラクタ伝丁、 O軸 l之Jって斑到 1る.今回 l式トラアタ〈イニグ - L3 

4tノタ) PT 0 ~区動で行った司 またお然成j貯ぽ荘地主侠 l朽 LIミ..

者名、、々タログ\仕採|ミ J るヒ笠爪笠 l式稀圧:之.5'?>l1花でぷ/'l/~お，山でち

令ョ

試;収 tだ乾課花該 la中夫主尽陪 1主で、拠床面積、 1ヰ 3b'7J't-でーるる‘

疋ど L今回の、京:攻守)弐再三面積2S.‘.2'111..2.主侠って!行った‘弐、N-K1~ Iて

ちだって J主任賞 j~ 佐llf，で. マの涜f.&;えがの官買で‘~~ :1.臥比に富もこに、

乾 1黒fR1文献皇内、 国場之同わコド'尚年及、主且ゐねせとで、司1itビいう芸手毛

色汚梶 lた.床面秩 l式当法喝の寸乾調泉能η かs_.最スJ>()Oべ・-
1しくべ、 - 11..-7に乞うと I.J3S- X タ5-)<フ0白叫〉を j在碩<:.-:きる ~\tミ L たー

正社玖方法.

不試験 l式tfKヰ〆 0 月当大 3字下付ぷ主主支弱点王li[l場で.'-ftった包 乾幻R庭

喜夫 l;t尿面展 bs--7n''-、 コ〉クリート凡の'R，t拘有tI之宮え直 下、ライヤ

本体 l土屋外lミ右、い疋 3

吠訳材料・ l之い 1;，I代もチ亡三ー アロベ‘ーの定礎K半マ・ /ぺ--之

日前に刈 Jf.zリ、 j国場モ守備吃珠 L左4ので‘るる a

ァド訣:黙の涜11足項包色、よひ;測定方式 l式決に末ず如くで・ある咽

ノく 舎水牢.丘三株前ヒ乾i末終 τ後のいコF・'!Zも約 /0伺'_!j_吾のべ・ー lし

からサニアル乏ヒリ?判定 Lた，士会にそのサニフ。リニーク、、 Lたぺ、

-}レに目印を Lた荷札乞ビりつけ、ゐ地秩I突の?ケ芹'rl亡押入、し

だ. これは乾主 t、らミチ乞，1更討オる疋め lζ 行フたものである，京

事¥すニプリ〉グ、l三J"ろ本身測足結果乞&づ、けるとの‘顧みよ

lナだべ-)しの託、室長乏乾味の前 !fえに計量 Lたョ

之. 万L笠AZv'"静庄、ヲミイと .kヲイヤ吐広口の尽支1，、よか‘許疋、を之~
3時間話ーにピト一安定用い測定三 L疋。

、ヨ、 t在J商状草マ cク静 j王必布三文京、温度i孟及変化， 求~-才ム ι 七二リ・つ lす

挿入したぺー jし中沢却に、内 f佳 6'1'){，しの工スロシノマイチ主主主

みマの Jマイフつを J庄積 _J~ 却に喝さ2G， L之 '"'-3同用品に j札止の測定

んd;r~



を行った咽 立たでの/.;:イプに漏斗〉にのもの色ヒリつけ-lif21えされ

てくる空気の温度湿足。 ;~IJ j乏乞'行つだ. さ与に閣ーベーJしl三位

iた温瓦計〈角企jqliZ4ι庇体 J乞乏 L~と今電二子宮町平衡%c:_銭計で

:民芋湿及の託I時立をAヒ五別足Zてー銭 li乙

][， ~、験結果

メ )~量及乙だ静止 ， s 回の;吠礁での}~‘ヲイヤ也弘口の7R笠 Id-ファン

の回転奴ゴ金1貴重量、 埠殺 l勺~の相生lてよリ 51 ってい 3 か， <，4Uρ~  

!'-ooワペ九n:vvl 不 3うった弔 乾1泉佐J庄ち j色棺、主量 !t(草，密Eえの也下かわ

る汐¥ら、当然)衣笠の:増加、 静庄のイ民f.7J"..'守超そ工 Iflるn 引ーぇ回目 5ク

款耳元電‘前足 1立31勺之 Il1似の佐下 jr，'認めら収. タ回目マ約三「ヲ?f引のA色

下プド、夜』つ~ }比/とコ Jな童 l弐いす:・~'(もお :)0 刀ly，μ円増加 L た3

よ在碩 ~l字咋の静止を岨 lな永」ニヒ主 IR 路」二 t1) t仁吹乞 Lてみると工

~Oを」ニカミ:るいかと 静丘、佐下の傾陶はほぼイjえてい弓戸

之、 温Z震度7}¥'~jk 度伺 外気温度 ι紋爪:昆反主比較するヒ、 約 3ρ'九
の双史料消費支/<;外気温度ぬ /ρ乙の'忙穏ち-<-<."".2~- 'c.魚J沢温Z乏

がよ事 L ている~ ~丈草中の温及、湿度の変化 lま旦尽初期拘之時 i司

l式混友 dつ位下. 混度の」二幕式短歌で‘ゐリ、 Jいえゆ弓やかでゐフだ。

チ固庄の決攻そフ中'宅、外気の湿度/J-<:<，.t J> r.;か δJ>-o必 !こよJ号したこ

附が夫氏尽の:¥Il~ミ l式‘ その時芯//必から /6% ~~.LかJ:..:q"r L及

かフた.当 fZ 守 f足~J(lる法男えでるるが、需:孟 l亘爪ヒ実る紋〉ミ1た原

のメ之さ広長声TでーるるJ
べー}しず 1-:"~苧入 L た」且坑混j文言「によリ刻定~ l E t(卑濫度。受イ仁

左車ると、 垣尽初期勾 3 時1ち1つtz草温及l立泉町の?塁手た混jj.， (挟皐)

に近似し Lでの役急 i款に支えjな温5えに埼止してくる苦手乞X1::lった蝿 よ

れは初期約 δl苛聞の脱水ボ玖 Lく、 lえq実脱水i:_i伏減少 Lてくるか

らで、あ~

.3. 守備乾説、の程度 kこ乾峡結果- _)@行フ/三試、攻の主要三平 1員乞ー

足 Lてす之 J武 l乞苛えした令

各自味件〈牧草オくぷ巻、パー jレji;ノ受‘ 堆犠重量、妓書記.気侠朱/件

へま7'-----



試忠実時期が‘/グ同寸旬1) "乾操}i¥~費!こメミ芝な差色生と1 を持 〉プム‘ z実

来豆、/"-3 百自の試;按期肉の外気平均気温が‘丘、必へ/ρ"cピイ立く

立た 3回目立で‘はネミ聞の l直Jl(._-L :1行イ丘気温- .<OCを雲E飼えしている，

s一団自のまて較は目中のみの L重尽乞行った.4:、し、

エマニぅ失雨メK" 守~~Ktクt/回目今訳、撲 11守乾不十ゐと渇えたが

吃在めイ困包ろえ~‘よ庄横主主え/打 L tミe そのため平均 7Khs-パ之誌と怠

っているが〈中にはほとんど生草牧、穂、のもの叔、担当童会まれていた q

乾主

短時向 Z仕 L げる lぱ主のある尽)ミ乾A末

s-s--時間ヒいう長時間にわたる盛Jfl...E行ったか、~t の結果

ι持0.かった aむふ乞解消

三千乾にち、 lブる乾l試む β 色乾l集校三，稗淵Jすることは控めてalてわフ

て困語主マ・長う~ ~こさえようー

Ilヨヨじ庖1C'ょう Q結果之長!日もそj-4'1乙芝、ご与が、はな lま 1~ た・ L く.

/タ時聞の圏、J武志打均，リ、 乾足長ラ民主安/べ、-}しをi左

乾 1系効等はヲ失ぇ μ

乏~く乙;考え

リみ〉け:え回 lごjι噴 lた， ヒヰ~めてEでの/ミめ、

志く右フた 3

31司自 ψ 訣裁にI之回目の本乾成べ、ー lしを告めて Zタ♂べ‘-)しで、 j在

く初キ乏足くした 3J札の匙けいが・!s積 l安31交の芝め、

l立志はだ、 Lい守乾之、ふ

かつ日中の今の¥JR.nz "{・あフまと守吃水-0-30%  

して l吉J)積も3古えてきす;‘姐)札時間/之時間 τ持す L

乾乏む

I三.

本Ji'る尼'け-回 1名古乾l求ーと-il::

べ‘ー jし藍反をそろえ号操配ノi~ "1 ~手 l式桓めて豆害担

之回目の5手えな.

JJ¥. -j¥ ~" 

たためで

k、ライヤ乏侠用 7る場ふ

ι乞 Itく

/く_s-回目の決攻 1;1~. 

が:{主<.

'
1
・，
h
I

，
iu-era-ド
J

L

、H
i
l
l司
1
け
J
]
'
b
E
V
I
A
-
-

L、

守乾む実 E官壬営の I学で・ l若手乾手 γ介、三手"<;:.J.うる， しかし石プド与

ぅ等 1立当然な Y何ー号}苛頑言ーあるー 1定士にくい之、 0d/会7lその i易会.

ま疋 I:J:n(のA受人 Ljニ !;l 、周ヤ最ょ~ ~.tノ)之企|て!佐1えさせ 5 忌

すなわち、長時 l吉Ic亘尽 L 氏二科・左手壬清 lく吠斤iずべ・そ可号泣い、

5主尽を盛L当主同点(f";可均リ千完企草原ベーー}し左次回の乾1えl二環み

夕、

手~ :TIIヒブ与える唱

、 XCJ-""-

こむ一Itf...fZ氷 l¥.<:'安てお 3



4 

掛

川

ト

ム

m-

._'一一‘』ー



、、

ヨ旬、



画?

庁之表. ニュー木ーラユド..k、ヲイヤーl之.よる
攻童手乾l掠誤:E扶結，3K，

昭平， 1< 0主平 / 0同ク"-23日

於.守Fえ益~六学久正岡暗号

}
也
叩

¥
J

主え. 玖 -I!I' 与 / 2 .2l 9 .s-
吠吹き牛周回 ノ"R712l /7:.rO /'/へla/E。/dt/F /"Il/.3F.1 ノフ:/， ノo司/，日，:29 〆0/1ぷ2日 7、32

ヘ/。且10日 '9:/0 /lI38 ノ'2:s;ト
一ー2と3と崎旦市EIS白SE分&:.主ι一二/子」1姐町有向之EzRLr分E与さ0

~盆E主豆旦13:;;'0 
災直t沢時間 !"s肘瑚.26~争 ノヲfI'I-向 "2.1ゐ /2時向 6.9，

一 一声車尺utm時期 s~l時向 /3~ /oP>特向ノ命 ~/併問 IO }，半 J/ 呼向 Jþ~ //財閥nみ
''')!:ラヰ守三制す!耳切丑? '7~ í7Õ:-2:r ・リ・・・ ー"-'r;:;_-;;::疋 一五卒、三:J.......~..拘ャー'-3"''<ι s-..< ヨ宇<Æ 2~

「づ二万ア Z久d、労ぶにラi"¥"-府時:tt"J干;i'Jft 2何?仇 ヱパ均k " '3o，弘J二保証

勺アシ商取~ J守ノ，，-/;?30ト且 l'、 /7~ i? hP，、帆 /7.<10 人Aヲ... ノアダ0九 /760ムp，，，，，- ノ'7S0 1--.1'，、?パ

1AA科正E;fJ(ケ・ー勾 仰けS.(~I:L_ /"C7 ..e~ん・ J' 0 _e今ヤ /竺三台 /0'" -ef?‘ 
j主 持主 玄支 /・'?占3S-次訴 JλN.P klt 。-3..J J> 片品 t目2，16 kJ. ~-./S2. 1<且

Eと 平均~>l~l\'- .s-/.・:2% 3弁 (1 % 之ム?払 2 ヌ~_Ç- /イ. 2S.? /ゐ
みA 平.増ベ・-IL.ま :?.<. t7 ... .:z /7. ;1 庁且 ノ2、炉よ且 アー ? 1に且 ノパ o I<~ 

唱え ヰ均ベ~，~主民 .r6/ ， . tJ;{3 2?J" S3/ #ι7 

E手 平均吋・-lLfi!l更 〆9J， J>匂〆"，;3 ノ66.、ヲλU"J //0、:31<弘、3 //.:<.ψr丸J
/tJ'"夕、-4r2JJ ι 

.l1t3.民 主町 ι 孟 3 s-
~ 重L ~ .fl，ノρ6 1<:1.. EPJ/JP/'点Z具K畠i 3‘ .J'/ 1<五九 4ヂ J'J f.ヒfJ- 供 /2(; /<" 

社
¥、/-.!i、:7γ。よ 平均金水平 てZふ争プ。 ( /1'.ヨメ〕 /.... 9 l'- ノノア % 

リ
.p.・S /<.9.， 

事t
平均べ・ール亘 /<t. ，{ kj. < //.、4<A:tJ.) ノ2.0 Ks. P. J' 1<:). 

主手 h必耳E昌寺淵'1Ut /.r-J>.. ，ラ合 9ρ.3多乍 -l-_2ピ三塁一 ァι3-<yz1 目、~-)I-t-

， 。 Z桝責 (ZO~) 3、/7'> 門 /. ?t6円 之.370f'I /~"，'1円 ノ‘ /.6li'門

世~ ;(，水ゐ翌L 多~〆'<<7 /<J. ふ tfJ'?，、，<，、 // 7 1<且 7ヴ 7 k;.. え02品 K且

71':-入Yヨヰ均気泣 ;1. .3・c 士、J'・4 /P‘o 'ι J午、 I ・ι /2. S ・ι

タ 平均混tt IN.o/ふ J'>J'.タ" ヲ2./μ S's:、守 句ム $'7.、守ずa

久 5ま Z正・ 7 S..? <r 桐明 II~ 7d /. /帆帳 11). ?品 <0 .，."叫対唱 フよ百P‘.-In""./Ij.. つS'J'. t割帆勾乱

ダヂ L入ロ糸J江草r<.~更 :3 /. 2 Oc 2;1. ，5・G 2.6，‘， . c. 36.2。ι .Jt.、s-・c
ートー}ーー

唱~)C 平均温度 :2~ J' Oc /7，、4--ι .2.3.ア'c ':24< J"・c 2.<'.' Cc 
トーー一一
。 平均 ;l~ {-/.タ てシー フ-Aヨメ 4'/. :2γ， J~λ7 ラG 1'2‘/プp

一一
4l.':<.S- ""~M-万1 受 4<n. ofl覗九>!.4，. タ~'S・ 3 常時 ψS6.‘，'"弘山 #P古 P明;内

制令I附時;ft震を 0.3/ 九品 iP. /S司令:KA 3.6タラ勾 点呼予:k.Q. 9・3￥予39
ffr1l刷摘乏 J・7卸ザ匂 八)/oI<C円r干rさ邑 ZJ7fT52 3.Af3KZ- 芝、ヲ7.7他}1<').

. 秒 程苅荷下電~支 /， 2~..z~c;下室A λ.231'えで幸A 7. QOd" ~(づ'k& メノフpkr?とa ノ、2之.t:{X(‘グ主主

草色 調E Eヲ ~ 手.rS":3 ;.る '<.:2、/% 30‘6γ。 <.<1." '7も
一一一 一一一

ーI";:.?いての佐.J.. _， 
11ら1さl1永4之m堤回唱テも 11 -

1斗ス i、に 4佳積


